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図2 ペットボトル飲料のpHと飲み残した際の細菌量との関係

ペットボトル飲料は、一度開封した後でも蓋
をすることで持ち運びに便利であるという使用
上の大きなメリットがあり、私たちの生活でも
身近なものです。
ペットボトル飲料の飲み残しについてのマス

コミでの報道は、特に夏に多く見られます。夏
は、直接口をつけて冷たい飲み物を飲む機会が
多いためです。しかし、飲み残した場合、口腔
からの唾液の流入や汚染、健康への影響が懸念
されます。飲み残しは廃棄するように飲料メー
カーは推奨していますが、その根拠となると、
意外と科学的には調べられていないようです。
また、ほんの少量だけ飲んだ場合、もったいな
いと思い保管したり、あるいは自然災害など、
再飲用を余儀なくされることも想定されます。
これまでに、麦茶や緑茶、スポーツ飲料、オ

レンジジュースを飲み、飲み残した際の口腔か
らの唾液の流入について研究を行い、唾液細菌
がペットボトル飲料へ流入していることが判明
しています。また飲み残しを１日保存した麦茶
は細菌が100倍程度に増殖しましたが、スポー
ツ飲料やオレンジジュースではあまり細菌は生
えませんでした(図1)。スポーツ飲料やオレン
ジジュースであまり細菌が検出されない原因と

して、飲料の低いpHや、含まれる成分(ポリ
フェノール類など)が影響していると推定して
います(図2)。
各飲料のpHや成分の比較検討を進め、ペッ

トボトル飲料の品質管理という面でも新しい視
点を探索しながら研究を進めています。
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